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９
月
１
日
午
前
11
時
よ
り
福
井
商
工
会

議
所
ビ
ル
に
て
９
月
度
議
員
懇
談
会
を
開

催
し
た
。
開
会
に
あ
た
り
八
木
会
頭
は
先

月
開
催
し
た
「
第
72
回
福
井
フ
ェ
ニ
ッ
ク

ス
ま
つ
り
・
民
踊
大
会
」（
詳
細
は
14
ペ
ー

ジ
参
照
）
に
つ
い
て
報
告
。
34
チ
ー
ム

１
、１
２
２
名
が
参
加
し
、
昨
年
よ
り
８

チ
ー
ム
・
約
１
０
０
名
の
増
加
と
な
っ
た

ほ
か
、
西
武
福
井
店
屋
上
に
て
開
催
し
た

大
交
流
会
は
満
席
を
超
え
る
盛
況
ぶ
り
と

な
っ
た
。「
来
年
は
さ
ら
に
規
模
を
拡
大

し
、
ま
ち
全
体
を
使
っ
て
踊
り
や
懇
親
会

も
た
く
さ
ん
の
方
に
参
加
い
た
だ
け
る
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
発
展
さ
せ
た
い
」
と
意
気

込
ん
だ
。

　

続
い
て
、
８
月
19
日
に
記
者
発
表
し
た

福
井
ア
リ
ー
ナ
事
業
計
画
に
つ
い
て
、
建

設
費
高
騰
に
よ
り
計
画
見
直
し
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
が
、
総
事
業
費
１
５
０
億
円

（
国
・
県
・
市
交
付
金
60
億
円
、
民
間
資

金
調
達
90
億
円
）
で
方
向
性
を
固
め
こ
と

を
報
告
。
八
木
会
頭
は
建
設
に
あ
た
っ
て

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
と
寄
付
へ
の
協
力

を
参
加
者
に
要
請
し
た
。
さ
ら
に
、
福
井

駅
前
商
業
者
や
各
ス
ポ
ー
ツ
競
技
団
体
か

ら
は
、
ア
リ
ー
ナ
の
早
期
建
設
を
望
む
要

望
が
出
て
き
て
い
る
こ
と
も
紹
介
し
、「
地

域
全
体
の
機
運
を
高
め
る
こ
と
が
非
常
に

重
要
。
ア
リ
ー
ナ
の
実
現
を
後
押
し
す
る

声
を
積
極
的
に
発
信
し
て
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
た
い
」と
議
員
に
呼
び
か
け
た
。

　

そ
の
後
、
先
に
開
催
さ
れ
た
常
議
員
会

で
、
議
員
選
挙
に
伴
う
３
号
議
員
の
選
任

並
び
に
２
号
議
員
の
部
会
割
当
数
が
承
認

さ
れ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

　

続
く
卓
話
で
は
、「
最
近
の
経
済
・
物

価
情
勢
と
金
融
政
策
」
と
題
し
、
日
本
銀

行
の
草
野
雄
司
福
井
事
務
所
長
よ
り
説
明

が
行
わ
れ
た
。
草
野
氏
は
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
世
界

経
済
見
通
し
や
米
国
の
関
税
政
策
の
影
響

の
分
析
結
果
な
ど
に
触
れ
な
が
ら
、
国
内

経
済
の
現
状
と
先
行
き
に
つ
い
て
説
明
。

　

経
済
の
先
行
き
は
、
海
外
経
済
の
減
速

か
ら
輸
出
が
下
押
し
さ
れ
、
一
時
的
に
成

長
の
ペ
ー
ス
は
鈍
化
が
見
込
ま
れ
る
も
の

の
、
そ
の
後
は
海
外
経
済
の
回
復
に
伴
い

成
長
率
は
高
ま
る
と
予
測
。
一
方
で
、
北

陸
地
域
の
設
備
投
資
は
２
０
２
５
年
度
に

上
向
く
予
定
だ
が
「
一
部
企
業
に
偏
り
が

あ
る
可
能
性
が
あ
り
、
慎
重
に
注
視
す
る

必
要
が
あ
る
」
と
し
た
。　

　

物
価
の
先
行
き
で
は
、
輸
入
物
価
の
マ

イ
ナ
ス
転
化
な
ど
に
伴
い
、
基
調
的
な
上

昇
率
は
一
時
伸
び
が
鈍
化
す
る
も
の
の
、

成
長
率
の
高
ま
り
と
人
手
不
足
か
ら
上
昇

に
転
じ
、
日
本
銀
行
が
「
物
価
安
定
の
目

標
」
と
し
て
掲
げ
て
い
る
消
費
者
物
価
の

前
年
比
上
昇
率
「
２
％
」
に
近
づ
く
と
分

析
し
た
。

　

そ
の
後
、
県
都
み
ら
い
創
造
委
員
会
の

梅
田
憲
一
委
員
長
よ
り
、
福
井
ア
リ
ー
ナ

（
仮
称
）事
業
計
画
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ

た
。
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
×
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
委
員
会
の
清
川
肇
委
員
長
か
ら
は
、
今

年
６
月
に
実
施
し
た
「
欧
州
デ
ジ
タ
ル
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
視
察
」
に
つ
い
て
報
告
が

行
わ
れ
た
（
詳
細
は
８
月
号
参
照
）。　

　

最
後
に
、「
ふ
る
さ
と
納
税
」
に
関
す

る
協
力
の
お
願
い
に
つ
い
て
、
寺
川
直
輝

地
域
振
興
部
長
よ
り
説
明
が
あ
っ
た
。

【
議
員
異
動
】（
敬
称
略
）

　

京
福
バ
ス
㈱

　
　
（
旧
）
岩
本　

裕
夫
（
社
長
）

　
　
（
新
）
長
尾　

拡
昭
（
社
長
）

　

福
井
県
民
生
活
協
同
組
合

　
　
（
旧
）
松
宮　

幹
雄
（
理
事
長
）

　
　
（
新
）
檜
原　

弘
樹
（
理
事
長
）

9 月度
議員懇談会 

挨拶する八木会頭

㈱
福
井
銀
行

㈱
福
井
新
聞
社

福
井
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
㈱

福
井
放
送
㈱

㈱
北
陸
銀
行
福
井
地
区
事
業
部

サ
カ
イ
オ
ー
ベ
ッ
ク
ス
㈱

セ
ー
レ
ン
㈱

清
川
メ
ッ
キ
工
業
㈱

日
華
化
学
㈱

フ
ク
ビ
化
学
工
業
㈱

㈱
熊
谷
組
北
陸
支
店

北
陸
電
力
㈱
福
井
支
店

三
谷
商
事
㈱

三
谷
セ
キ
サ
ン
㈱

平
野
純
薬
㈱

３号議員　選任企業（15社・順不同）



商 工 会 議 所 の 動 き
F C C I  N E W S

商工会議所の動き
F C C I  N E W S

7.30

8.4・5

外
国
人
旅
行
者
の
心
を
つ
か
む

体
験
型
商
品
の
作
り
方
セ
ミ
ナ
ー

担
当
／
新
幹
線
・
都
市
再
生
推
進
課

大
阪
・
関
西
万
博

「
ふ
く
の
ね
出
張
Ｐ
Ｒ
」
ブ
ー
ス
出
展

担
当
／
新
幹
線
・
都
市
再
生
推
進
課

講師／㈱ JTB 総合研究所
　　　研究理事　山下　真輝　氏
参加人数／ 25 氏

会場／大阪・関西万博
　　　フェスティバルステーション

参加人数／ 120 名（来場者：520 名）

　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
の
高
ま
り
を
受
け
、

訪
日
旅
行
者
の
最
新
動
向
と
北
陸
エ
リ
ア

の
可
能
性
や
課
題
を
解
説
す
る
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
。
講
師
の
山
下
氏
は
、
福
井
県
の

タ
ー
ゲ
ッ
ト
旅
行
者
像
を
「
Ａオ

ー

セ

ン

ｕ
ｔ
ｈ
ｅ

ｎテ

ィ

ッ

ク

ｔ
ｉ
ｃ　

Ｓシ

ー

カ

ー

ズ

ｅ
ｅ
ｋ
ｅ
ｒ
ｓ
（
本
質
探

究
者
）」
と
定
義
し
、
地
域
の
日
常
を
高

付
加
価
値
な
体
験
に
変
え
る
た
め
の
視
点

や
成
功
事
例
に
つ
い
て
情
報
共
有
を
行
っ

た
。
受
講
者
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客
へ
の

理
解
を
深
め
、
地
域
資
源
を
活
か
し
た
体

験
型
商
品
の
作
り
方
を
学
ん
だ
。

　

ま
た
、
当
所
か
ら
「
ふ
く
の
ね
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
向
け
体
験
商
品
造
成
支
援
プ
ロ
グ

ラ
ム
」、
福
井
県
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
交
流
課
か

ら
「
海
外
Ｏ
Ｔ
Ａ
活
用
事
業
」
を
紹
介
し
、

参
画
事
業
者
を
募
っ
た
。

　

大
阪
・
関
西
万
博
会
場
内
の
イ
ベ
ン
ト
ス

ペ
ー
ス
「
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

に
て
、
県
内
の
体
験
型
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
を

紹
介
す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
ふ
く
の
ね
」
の

Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス
を
出
展
し
た
。

　

８
月
４
日
は
「
草
木
染
工
房　

風
雅
」
に

よ
る
草
木
染
さ
れ
た
ハ
ン
カ
チ
や
コ
ー
ス

タ
ー
な
ど
へ
の
色
挿
し
体
験
、５
日
は
「
バ
ー

チ
ャ
ル
ス
カ
イ
」
に
よ
る
Ｖ
Ｒ
ゴ
ー
グ
ル
を

使
っ
た
東
尋
坊
の
バ
ー
チ
ャ
ル
飛
行
体
験
を

実
施
。
参
加
者
か
ら
は
、「
実
際
に
現
地
で
体

験
し
て
み
た
い
」
と
好
評
の
声
が
挙
が
っ
た
。

さ
ら
に
、
参
加
者
に
は
福
井
市
内
ホ
テ
ル
の

ペ
ア
宿
泊
券
や
「
ふ
く
の
ね
」
で
紹
介
す
る

コ
ン
テ
ン
ツ
の
体
験
無
料
券
な
ど
を
抽
選
で

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
、「
ふ
く
の
ね
」
の
認
知
度
向

上
と
福
井
へ
の
誘
客
促
進
に
つ
な
げ
た
。

　

新
入
社
員
及
び
、
入
社
２
、３
年
目
の
若

手
社
員
を
主
な
対
象
と
し
た
研
修
を
実
施
し

た
。
１
日
目
は
基
本
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
―

の
再
確
認
、
電
話
対
応
の
ほ
か
、
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
維
持
の
心
構
え
に
つ
い
て
解
説
。
２

日
目
は
仕
事
の
優
先
順
位
の
つ
け
方
や
、
ク

レ
ー
ム
等
緊
急
事
態
へ
の
対
応
法
、
上
司
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
報
・
連
・
相
）

に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
交
え
な
が
ら

学
ん
だ
。
多
く
の
受
講
者
が
参
加
す
る
中
で

グ
ル
ー
プ
討
議
も
活
発
に
行
わ
れ
、
受
講
者

か
ら
は
「
仕
事
の
優
先
順
位
の
つ
け
方
は
職

場
で
は
教
え
て
も
ら
え
ず
、
非
常
に
参
考
と

な
る
内
容
だ
っ
た
」「
上
司
へ
の
報
告
タ
イ

ミ
ン
グ
に
つ
い
て
改
め
て
学
び
直
す
こ
と
が

で
き
た
」
な
ど
の
声
が
あ
り
、
新
た
な
気
づ

き
を
得
る
機
会
と
な
っ
た
。

　

事
業
承
継
を
予
定
し
て
い
る
後
継
者
等

を
対
象
に
、
経
営
に
必
要
な
基
礎
知
識
を

学
ぶ
「
後
継
者
育
成
塾
」
の
第
１
回
目
を

開
催
。
ま
ず
、
事
業
承
継
の
現
状
や
構
成

要
素
、
経
営
理
念
の
明
確
化
の
重
要
性
等

に
つ
い
て
、講
師
の
谷
川
氏
が
解
説
し
た
。

次
に
、
自
身
の
経
営
に
対
す
る
想
い
を
整

理
す
る
た
め
、
マ
ン
ダ
ラ
チ
ャ
ー
ト
を
活

用
し
た
ワ
ー
ク
を
実
践
。
現
在
の
理
念
を

見
つ
め
直
し
、
理
想
と
す
る
経
営
や
ビ

ジ
ョ
ン
を
明
確
に
す
る
た
め
、
各
自
が
真

剣
に
取
り
組
ん
で
い
た
。
ま
た
、
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
を
通
し
て
、
受
講
者
同
士
で
理

念
の
共
有
や
交
流
も
行
わ
れ
た
。
今
後
は

５
回
の
研
修
に
わ
た
っ
て
、会
計
や
労
務
、

事
業
承
継
計
画
の
策
定
な
ど
、
実
践
的
な

経
営
ス
キ
ル
を
習
得
し
て
い
く
。

8.6・7

8.27

新
入
社
員フ

ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修

担
当
／
人
材
確
保
支
援
セ
ン
タ
ー

後
継
者
育
成
塾

担
当
／
事
業
承
継
・
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー

講師／㈱ウィズネス
　　　代表取締役 本田 妃世 氏
参加人数／ 93 名
参加企業／ 50 社

講師／ＦＳＡコンサルティング㈱
　　　代表取締役 谷川 俊太郎 氏
参加人数／ 15 名
参加企業／ 14 社
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航空法の規制強化により空の安全が保たれていく一方で、空撮が手軽に
楽しめるものではなくなったのも事実です。そこで我々のドローンスクー
ルとしての知識とノウハウを活用しドローンの楽しさを手軽に共有できる
取り組みとして考案させていただきました。
国家ライセンス一等を持つプロ講師が空撮をサポートする体験講習で
す。多彩な場所で開催し、事前の座学と実技の二部構成で、安全や飛行
許可に関する知識も学べます。講習用の機体を使用し、機材がなくても
参加可能。撮影データは参加者と施設で共有でき、SNSなどにも活用可
能。高額になりがちな空撮を、参加者全員で費用を分担することで、気軽
に体験できる新しいスタイルの講習です。

プロの翼で空撮スキルアップ！
ドローン体験型実践講習　「TSUBASUP」

コインパーキング、ドローン事業
日本システムバンク㈱

福井市中央１-９-29

0776-30-1911

ホームページは
こちらから

明治安田では、国内金利の上昇基調と、お客様の資産形成に対するご要望
を受け、令和7年4月から「一時払養老保険」の提供をスタートしました。
「老後資金が心配」「物価上昇に生活が追い付かない」など、多くの方が
お金の悩みを抱えている現代において、「長期的」「安定的」な資産形成を
担う生命保険（貯蓄性商品）で、お悩みの解決をサポートします。長期運
用のプロ集団として、魅力的な受け取り率を実現するとともに、専属の担
当者によるアフターフォローも万全です。
その他にも、「お客様の人生をもっと豊かに」を実現するため、「長期運用
年金」、「一時払終身保険」など、多彩な商品ラインナップで、お客様の大
切な資産運用をお手伝いします。

明治安田から新商品のご案内
大切な資産を減らさない方法

保険業
明治安田生命保険相互会社

福井市大手2-7-5
明治安田生命福井ビル10階

070-4894-7475

お問合せは
こちらへ

tu-takahashi@m.syb.co.jp

第51回

新商品・新サービス
合同プレス発表会

ツバサップ

ご注意／情報内容については広告主から提供されたものであり、福井商工会議所が保証するものではありません。信頼できる情報を提供すべく、努力しておりますが、
　　　　掲載情報の詳細や取引に関しては取引当事者間で直接連絡・交渉をお願いいたします。トラブルが生じた場合、当所では責任を負いかねます。

会員事業所が新たに開発したり、取り扱いを始めた新
商品・新サービスを、マスコミ等へＰＲする合同プレス発
表会を開催。会員企業2社が参加しました。第一部で
は、参加企業がマスコミに向けて商品・サービスの概要
をプレゼン。続く第二部では、記者や見学者との交流会
を開催。各企業がブースを構え、記者からの取材に応じ
ながら、プレゼンでは伝えきれなかった新商品・サービス
の導入の経緯や独自性、メリットなどをＰＲしました。

8月26日㈫開催

1

2

10Octo
b

e
r

8Augu
s
t

9Sept
e

m
b

e
r

１
日
■  

常
議
員
会
・
議
員
懇
談
会

■  

韓
国
語
講
座
入
門
編
（
～
12
／
17
）

3
日
■  

資
金
調
達
×
資
金
繰
り　

徹
底
攻
略
塾
（
・
17
日
）

7
日
■  

脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
た
透
明
太
陽
電
池
の
可
能
性 

10
日
■  

ク
ラ
ウ
ド
会
計
の
基
礎
セ
ミ
ナ
ー

29
日
■  
福
井
み
や
げ
コ
ン
テ
ス
ト

30
日
■  
価
格
適
正
化
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
（
～
31
日
）

２
日
■  

第
72
回
福
井
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
ま
つ
り
（
民
踊
大
会
）

６
日
■  

新
入
社
員
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
（
～
７
日
）

20
日
■  

副
業
・
兼
業
人
材
活
用
セ
ミ
ナ
ー

26
日
■  

第
51
回
合
同
プ
レ
ス
発
表
会

27
日
■  

後
継
者
育
成
塾

29
日
■  

商
談
力
向
上
セ
ミ
ナ
ー

１
日
■  

常
議
員
会
・
議
員
懇
談
会

４
日
■  

商
品
磨
き
上
げ
セ
ミ
ナ
ー

５
日
■  

中
堅
社
員
研
修
（
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
＆
フ
ォ
ロ
ワ
ー
シ
ッ
プ
養
成
編
）

９
日
■  

原
子
力
人
材
育
成
研
修　

作
業
安
全
に
関
す
る
関
連
法
令

10
日
■  

経
営
者
・
経
営
幹
部
の
た
め
の
新
事
業
構
想
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
（
～
２
０
２
６
／
３
／
４
）

11
日
■  

原
子
力
人
材
育
成
研
修　

社
会
人
向
け
入
門
研
修

18
日
■  

女
性
起
業
家
応
援
セ
ミ
ナ
ー

■  

ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
の
た
め
の
文
化
芸
術
セ
ミ
ナ
ー

30
日
■  

女
性
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
交
流
会

Chamber calendar  会議所カレンダー

事業計画を説明する八木会頭（右）、梅田委員長

福井アリーナ（外観）

8.19

福
井
ア
リ
ー
ナ
（
仮
称
）
事
業
計
画
を
公
表

担
当
／
新
幹
線
・
都
市
再
生
推
進
課

　

福
井
商
工
会
議
所
は
、
福
井
ア
リ
ー
ナ
（
仮
称
）
の
整
備
運
営
に
関
す
る
事
業
計
画
案
を

発
表
し
た
。
記
者
発
表
の
席
で
八
木
会
頭
は
、
建
設
費
高
騰
な
ど
の
課
題
に
触
れ
つ
つ
、「
人

口
減
少
が
進
む
社
会
に
お
い
て
、
交
流
人
口
の
拡
大
は
地
域
の
活
力
を
維
持
す
る
た
め
に
欠

か
せ
な
い
。
官
民
が
一
体
と
な
っ
て
オ
ー
ル
福
井
で
ア
リ
ー
ナ
計
画
の
推
進
に
挑
戦
し
、
県

都
の
に
ぎ
わ
い
を
創
生
す
る
。現
状
に
と
ど
ま
ら
ず
挑
戦
す
る
こ
と
が
、福
井
の
未
来
に
と
っ

て
不
可
欠
で
あ
る
」
と
、
そ
の
意
義
と
決
意
を
力
強
く
語
っ
た
。

　

計
画
さ
れ
て
い
る
ア
リ
ー
ナ
は
、
Ｊ
Ｒ
福
井
駅
か
ら
徒
歩
８
分
と
い
う
利
便
性
の
高
い
場

所
に
建
設
さ
れ
る
予
定
。
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
や
大
規
模
な
コ
ン
サ
ー
ト
、
さ
ら
に
は
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ

（
展
示
会
、
全
国
規
模
の
会
議
）
な
ど
、
多
目
的
施
設
と
し
て
、
県
内
外
か
ら
多
く
の
人
々

を
惹
き
つ
け
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

事
業
費
は
１
５
０
億
円
を
想
定
し
て
お
り
、
国
、
県
、
市
か
ら
の
補
助
金
に
加
え
、
民
間

か
ら
の
投
資
や
知
恵
も
活
か
す
官
民
連
携
の
手
法
で
進
め
る
。
事
業
を
推
進
す
る
た
め
、
当

所
が
主
体
と
な
っ
て
整
備
会
社
を
設
立
し
、
オ
ー
ル
福
井
体
制
で
こ
の
一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
臨
む
。
令
和
10
年
秋
頃
の
完
成
を
予
定
し
、
県
都
の
新
た
な
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
若
者
た

ち
が
福
井
に
誇
り
と
夢
を
持
て
る
よ
う
な
未
来
の
創
造
に
貢
献
し
て
い
く
。


